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水環境を考える／多摩地域のPFASの現状について

伊藤久雄

　東京農工大学農学博士の水川薫子（ミズカワカオルコ）

先生をお招きし、2025年2月2日㈰14時～16時、府中市

男女共同参画センター「フチュール」にて開催した。当日

は降雪の心配もあるなか、40人を超える参加者があり、市

民の皆さんの関心の高さがうかがえる学習会となった。

　今回の学習会は、今年度新たに発足した当会の「水循

環保全活動チーム」が初めて開いたもので、水環境（水

循環）に大きな影響を及ぼす化学物質による汚染の歴史

を学び、現在課題となっているPFAS（ピーファス）につい

て、多摩川や地下水汚染の過去と現状について理解を

深めることを目的とした。                                            

水川講師のお話
　まず初めに次のようなお話があった。　　　　　　　　　　　　

〇地球の安定性と回復力(レジリエンス)を超えてしまうと取

り返しのつかない壊滅的な変化を起こすとされる指針とし

て「プラネタリーバウンダリー」という地球の限界値9つの項

目が設定されていること、その中でも「化学物質による汚

染」が最も重要な問題の１つであること。　　　　　　　　　　　

〇水循環基本法にもとづく水循環基本計画が2024年8月

に見直しされ、「安全で良質な水の確保」の項目に、「ＰＦ

ОＡ（ピーフォア）やＰＦОＳ（ピーフォス）について、環境

モニタリングの強化や化学的知見の充実など、安全・安心

のための取組を進める」ことが追加されたこと。　　　　　　　

　これらを踏まえて、府中市の下水道の現状からPFASの

性質・用途などを話された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○下水処理場について。特に府中市の下水道の現状に

ついて話されたが、参加者の関心が高かったのは、下図

下の部分の「 　雨天時越流」であった。　　　　　　　　　　　

　「雨天時越流」とは、合流式下水道（府中市はこの方式

が大半。汚水と雨水を1本の管で集める方式）において、

大雨の際に下水処理場で処理しきれず、家庭排水が処

理されないまま、多摩川に放出される。　　　　　　　　　　　

○ストックホルム条約（残留性有機汚染物質に関するスト

ックホルム条約）が2004年5月17日に発効。2023年11月

現在、184か国及びEU、パレスチナが締結されている。

日本も条約締結国である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○PFASの性質・用途について。撥水撥油剤であり表面

加工や泡消火剤として使用されてきた（泡消火剤は現在

禁止）。化学的に安定し、加水分解、光分解に対してや、

微生物分解、代謝に対しても安定であり、高い環境残留

性がある。水にも溶けるが生物にも蓄積する。　　　　　　　

〇2020年度に環境省の有機フッ素化合物全国存在状況

把握調査(河川水)があった。北海道から沖縄まで調査が

行われたが、東京の6河川のうち3河川はPＦＯＡとＰＦＡＳ

の合計で50nｇ/Lを超え、うち１河川は150 nｇ/Lを超えて

いた。下図の　参照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地下水中濃度（ng/L）
赤線が50ng/L
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学習会報告

参加者の関心高く！
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☆環境省令和2年度 有機フッ素化合物全国

 　存在状況把握調査結果を基に水川が作  

   成した表
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　「東京のあすを創る運動推進大会」にて2024年度永年功

労団体は、当会と小平市内で活動する「プレイセンターなか

まっち」の2団体が表彰された。ほかに個人表彰状が2名に、

団体感謝状が4団体、個人感謝状が4名の計6団体と6名に

授与された。表彰式の後には、昨今の 「詐欺」をテーマとし

た漫才とコントがあった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　当会は2017年度に団体感謝状を受け（当会会報2018年

夏号掲載）、今回は活動年数15年以上で地域で大きな功績

を収めている団体からとされ、推薦、選考会を経て永年功労

団体受彰となった。2023年度に府中市内で活動する4つの

市民団体に参加を呼びかけ、東京のあすを創る運動を推進

したことも功績とされた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ちなみに、当会が東創協に加入したのが2006年（H18）、

今回の表彰は加入して19年目に頂いた事になります。　　　

　☆「東京のあすを創る協会」とは／都民自らの創意と活力

を結集し、生活課題や地域課題を解決し、明るく住みよい地

域社会を実現するため、都民の暮らしと健康を守る運動を

実践推進し、豊かな東京のあすの創造に寄与することを目

的とする。所在地は中央区八重洲。　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　

「東京のあすを創る協会」から2024年度永年功労団体として表彰

浅田多津子2024年2月25日㈫14:10～14:30　東京都消費生活総合センターにて開催

公益財団法人

 「押立町緑地」は、市の委託を受け10年に渡り

公園清掃と花壇の管理を行ってきました。日陰

の多さが課題でしたが、老化した木々の伐採

で空き地が生まれた際に、新たな花壇を設け

るため昨年9月に市へ要請し了承を得ました。

同時に、東京都「都市緑化」基金に助成を申

請し、10万円の支援が認められ花壇新設に拍

車が掛りました。新設の花壇づくりは約14m²の

長方形で、切り株やかつて多摩川の河原だっ

たことから、大量の石やがれきをショベルカー

で除去した後、ふわふわな土づくりを実行する

ため充分な腐葉土と堆肥をそれぞれ20ℓ/㎡混

和させつつ、まだまだ残っている無数の石を除

去しながら主として男3名で延べ9日間かけて

実施しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

押立町緑地に花壇新設 渡部敏郎

で配置。その前後の最前列にはパンジー・ビオラを三角形のジグ

ザグで配し、両端には三角形の枠内に草丈の高い赤いシャクヤ

クと紫色ラベンダーをそれぞれ配置。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　その周囲を黄色や赤の金魚草で囲むことにより、安定感と美し

さを兼ね備えた花壇を完成させました。またこの花壇は，緑地内

側と駐車場側からの両面から鑑賞できる構図にしています。私達

にとっては、これまで未知だった世界への挑戦であり、学びの喜

びに満ちています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

男3人で9日間かけて造る

安定感と美しさを兼ね備えた花壇

東京都
都市緑化基金

　この花壇作りからは、ガーデニングの知識を学

び、微生物やミミズや腐葉土の役割、草花の色

彩や配置のバランス、三角構図による安定感や

立体感の創出などを理解しました。　　　　　　　　

　レイアウトでは、中央左右に一重の赤いチュー

リップ3列、その両側に紫色のムスカリが挟む形
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　私たち「こどもの居場所作り＠府中」は、2015年頃よりメ

ディアで取り上げ始められたこどもの貧困問題のニュース

に関心を持った市民が当時「子ども食堂」の先駆けとなっ

た豊島区の「こども食堂」の話を伺ったことをきっかけに、

府中市最初の「こども食堂」として2016年4月に片町公会

堂（片町2-2）で始めました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　以降、毎月第4月曜日15人程度のスタッフが集まり、夕

方からやってくるこども、親達のご飯を毎回70食程度作り

ます。5時になると親子、長く来ている子はこどもだけでや

ってきます。大人は300円、そしてこどもは高校生まで無

料の食堂です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食を通じた地域のつながりを感じて、こどもの居場所作り＠府中

「子ども食堂」 （代表）南澤かおり

毎月第4月曜日17時～19時に開催

赤ちゃんは親が食事中、スタッフが抱っこ

　赤ちゃんから高校生までのこども、親がやってきて、知ら

ない親子同士一緒にテーブルを囲みにぎやかにご飯を食

べ、そしてまたね、と帰っていきます。コロナ禍より2部制の

申し込み制としていますが、毎回お断りするのが心苦しい

ほどたくさんの方が申し込んでくださっています。　　　　　

　知らない人達同士が言葉を交わし、小さな赤ちゃんはお

母さんがご飯を食べている間スタッフに抱っこされていま

す。学童からやって来たこども同士、親が仕事を終えてや

ってくるまで一緒に宿題をしたり遊んだりして仲良くなった

りしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　毎回賑やかで楽しい場となっています。そして、そこには

必ずおいしいご飯が真ん中にあります。　　　　　　　　　　　

　　府中かんきょう市民の会様からは2023年春よりお野菜

の提供をいただいています。季節ごとに会員の皆様が手

塩にかけて育てた野菜は新鮮でそしてびっくりするほど味

が濃いお野菜で、いつもどんな料理にしようかと楽しみに

メニューを作っています。家庭では野菜嫌いというこども

達もこども食堂の野菜料理はいつもたくさん食べてくれて

います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　丸9年となった私達の「こども食堂」ですが、スタッフは全

員ボランティアです。活動を通して感じるのは、「こども食

堂」はひと皿のご飯に府中かんきょう市民の会の皆様をは

じめとし、地域の人達のあたたかさやこども達への応援を

伝える場所だと感じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　これからも楽しみながらおいしいご飯を作って行きたいと

思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「府中かんきょう市民の会」から野菜の提供
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収穫された野菜を「子ども食堂」に提供

　府中農園塾で生産した野菜を市内の子ども食堂「こど

もの居場所作り＠府中」に毎月提供しています。提供日

は子ども食堂が開かれる週の前の金曜日、その一週間

前に品目（大根、ネギ等）を連絡します。　　　　　　　　　　

府中農園塾 平井 恭二

2024年度「子ども食堂」への提供野菜

「農園塾」で野菜作りに励む

　農園塾は桶久保公園の東側にあり、現在会員は14

名週1回の活動日を中心に野菜作りに励んでいます。

農園塾には個人と共同の区画があり、共同区画で会

員が共同して栽培した野菜を提供しています。共同

圃場だけでは難しい時は会員の皆さんにも提供をお

願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　皆さんの協力で今年度は延べ13回、25品目の野菜

を届けることが出来ました。「子ども食堂」から送ってい

ただく「美味しそうに調理された料理の写真」や「子ど

もたちが何度もお代わりしました」等のメールは励みに

なります。限られた圃場面積ですが、美味しく安全な

野菜をこれからも提供できるよう工夫していきたいと思

います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　子ども食堂での食事を通して子どもたちが少しでも

野菜が好きになり、野菜や畑、農業に興味をもってく

れればいいなと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　
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「第五小学校」と「四谷小学校」の環境学習

　年が明け3学期を迎えたばかりの1月中旬に、昨年の4月

より1年間を通して「当会」が取り組んできた、第五小学校

と四谷小学校の「環境学習」の仕上げとなる「野鳥観察」を

行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第五小学校は西府崖線、四谷小学校は多摩川とそれぞ

れ学校近くの恵まれた自然をフィールドにして、1・2学期

は「野草」「昆虫」「樹木」の3つのテーマに分かれて自然

観察を行っており、3学期のテーマが「野鳥観察」である。

　教室で鳥に関する説明を行い、フィールドでの観察を行

った。今回もワークシートを作成し活用することができた。

　観察された野鳥の数は、第五小では17種類（クラスごと

には11～14種類）、四谷小では33種類（クラスごとには19

～22種類）で例年と大きな差はなかった。　　　　　　　　　　

　「環境学習」は、小学校3年生を対象にして行い、児童に

対して自然や環境について知ってもらう意義のある取り組

みだが、関わっている私達にとっても子ども達との楽しい

時間を過ごす貴重な機会となっている。一緒に活動してく

れる方がいましたら歓迎します。　　　　　　　　　　　　　　　　

　 最後にクイズを出します。分かるかな？ 　　 はこのペー

ジのどこかにあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1月14日と16日、府中第五小学校3年生の総合的な学

習の時間「くすのき」の野鳥観察に同行しました。当日は

日差しが暖かで風もなく、とても校外学習日和の良いお

天気でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　五小では3年生の校外学習の付き添いはスクールサポ

ーターが依頼を受けています。基本は該当学年の保護

者の方が参加しますが、人数が足りない場合は他学年

の保護者が担当することもあり、私はありがたいことにここ

5年、毎年参加させていただいています。　　　　　　　　　

　五小の周りはハケがあり、自然がいっぱいです。春夏

秋冬、様々な景色が見られます。普段何気なく歩いてい

ますが、府中かんきょう市民の会の方と一緒に歩いて説

明していただくと、目に入っていたのに認識していなかっ

たもの、見えてなかったものがいかに多いか気づかされ

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年の野鳥観察は座学から始まりました。恐竜が進化

して鳥になったこと、鳥の特徴、府中で見られる鳥は約

　2025年1月21日と23日、四谷小学校の３年生が参加し

た野鳥観察を、学校周辺と四谷橋歩道橋の上、往復の

多摩川河川敷で行いました。　今回観察できた野鳥はハ

クセキレイ、オナガ、ツグミ、ジョウビタキ、タヒバリなど19

～22種類。　四谷橋の上からはオオバン、ダイサギ、コサ

ギ、ヒドリガモ、コガモ、ホシハジロなど沢山の水鳥を見る

ことができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年は幸運なことに、4クラス中3クラスが「清流の宝石」

と呼ばれるカワセミを観察できました。　カワセミは全長17

cm、31g程度の小さな鳥ですが、太陽の光を浴びると、そ

の小さな身体と羽が宝石のようにきらきらと輝き、多摩川

の水面に映えるので、橋の上からだと見えやすいです。

　きらきらと輝きながら緑、青、紫と色を変えて飛ぶカワセ

ミを見て、子ども達は歓声を上げていました。「カワセミだ

！」　「すごい」「なんて綺麗…」。もっとよく観察しようと、

双眼鏡を覗いて必死に探します。そんな気持ちに応える

ように、カワセミは岸辺の石に止まって休んだり、また魚

を捕まえに行ったりと何度も何度も姿を見せてくれました

　四谷橋からの帰り道、学校周辺でカラスを見つけたとこ

ろ、「あれはハシブトとハシボソ、どっちのカラスだろう？」

と観察を開始。「くちばしは太い？　頭は平ら？　それとも

出てる？　よく分からないね」と話していたところ、カラス

が「ガーガー」と鳴き始めました。何人かの子どもが「今、

鳴く時にお辞儀していたから、ハシボソガラス！」と正解

を言い当ててくれました。「カラスの違いを知らない大人

は結構いる」と話をしたところ、「家に帰ったら、お父さん

とお母さんに教えてあげる」と笑顔で応えてくれました。　

　 　 　

金田邦男

中島志穂

増田紀子

金田邦男環境学習報告

府中第五小学校スクールサポーター　中島志穂

野鳥観察に同行して

四谷小学校環境学習 増田紀子

210種類であることなど、説明していただきました。子ども

達は真剣に聞いていましたし、付き添いの保護者にも興

味深いお話でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　そしていよいよ外に出て野鳥観察。まずは校庭でカワラ

バト、キジバト、ハクセキレイなどが見られます。その後は

校門を出てハケ沿いに歩くと西府崖線の木々にはたくさ

んの種類の鳥がいます。一羽二羽で飛んでいるカラスや

トビ、たくさんで群れているヒヨドリやムクドリ、声だけ聞こ

えて姿が見えないメジロ、泳ぐ姿がかわいいカルガモ一

家など。子ども達は上手に見つけて、でも歓声を上げると

鳥が逃げてしまうので静かに鳥の方を指さして観察をし

ています。1時間ほどで11～12種類の野鳥を観察できま

した。一緒に参加した保護者の方は自宅の庭に巣箱を

置いてみたいらしく、会員の方にアドバイスをいただいた

そうです。そしてまた参加したいと言っていました。私も、

ぜひまた参加したいです。近くにこのような自然いっぱい

の場所があること、それを保護してくださる方がいらっしゃ

ること、色々教えていただきながら観察させていただいた

こと、とてもありがたく思います。どうもありがとうございまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
答え

。


